
令和２年度 令和３年度 令和４年度

6 4 2

 (７)情報公開の更なる推進

令和２年度 令和３年度 令和４年度

3,233 3,129 2,909

（４）団体職員の人材育成と財政基盤の強化

令和２年度 令和３年度 令和４年度

－
作成に向けた情
報収集・検討

人材育成指針
（案）の作成

・令和３年度に今後の市民社協事業に関する職員ワーキングを設置し検討を行い、その中で職員個々の能力向上を図るため、研修を
充実させる必要があるとの意見があった。
・職員の能力を向上させるためにも、新たに職員研修を含めた人材育成指針を作成する必要がある。

・指針の作成にあたっては、他区市町村社協など他団体の育成指針を参考にするとともに、職員の意見も聴取し、求められる職員
像、育成の考え方などを中心にまとめていく。

（過去の実績についての説明）
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理

令和３年度から、人材育成指針の作成に向けた検討を開始し、令和
４年度に指針案をまとめたところである。

過 去 の 実 績
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（単位：　　　　　　）

（過去の実績についての説明）

設
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容

財政援助出資団体に対する指導監督の基本方針（平成21年2
月改正）の具体的な取組の該当項目

財政援助出資団体に対する指導監督の基本方針（平成21年2
月改正）の具体的な取組の該当項目

会費収入

令和５年度武蔵野市財政援助出資団体 経営目標様式７
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６本

過 去 の 実 績

人材育成指針の作成

（単位：本）

人材育成指針

（過去の実績についての説明）

財政援助出資団体に対する指導監督の基本方針（平成21年2
月改正）の具体的な取組の該当項目

目

標

値

（単位：千円）

過 去 の 実 績

平成24年度以降減少が続いている。２年度は前年度と同水準の会費収入
を得ることができたが、令和３年度・令和４年度は減額幅が大きくなってし
まった。
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2,900千円

（4）団体職員の人材育成と財政基盤の強化

・YouTubeチャンネルを開設してはいるが、広報ツールとして効果的なものとはなっていないため、他の媒体（ＳＮＳやＨＰ、広報
紙）と連動させ、広報媒体の一つとしての活用を図る。

・車いす貸出などの市民社協事業のわかりやすい紹介動画を作成し、掲載する。
・職員採用時のオンライン説明会では、市民社協の紹介動画を流している。そのような紹介動画を作成し、市民社協をＰＲする。

・地域社協や地域福祉活動団体への助成等の自主事業の財源として、市民社協の自主財源からも支出している。地域福祉活動の維
持、向上につなげるためにも会員増強、会費収入の確保は不可欠である。
・「会員＝社協活動や地域福祉活動の理解者」を増やすことで地域福祉活動の担い手や協力者の拡大を目指す。

・令和２年度から会員特典として開始した会員優待サービス協力企業を増やすため、店舗へ働きかけるための資料作りを令和４年度に行った。そ
の資料により、会員優待サービス企業を増やし、会員特典を強化する。
・店舗等に対して、会員優待サービスへの協力のほか、団体会員への加入依頼も行う。
・令和３年度からゆうちょ銀行の口座開設による会費振込を開始し多くの利用があった。令和４年度に新たな会費納入方法について検討し、キャッ
シュレスでの会費納入を導入することとし、令和５年度からはクレジットカード決済を開始することを決定した。

団体名 社会福祉法人  武蔵野市民社会福祉協議会
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YouTubeチャンネルの活用（年間動画掲載本数）
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コロナ禍においては、オンラインツールの一つとして活用した。


